
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015 年の台湾サマースクールは学生 8名および教員

1 名で参加し、8 月 16 日～22 日の 7 日間、元培医事

科技大学に行かせていただきました。 

サマースクールにおいて、参加する目的として台湾

の学生さんと友達になり、多くコミュニケーション

をはかることに加え、台湾の文化を知るというもの

でした。 

私にとって今回のサマースクールは初めての海外で

あり、不安な気持ちが大きかったのですが、台湾の

学生さんは気さくに話しかけてくれて早くに打ち解

けることができ、とても充実した一週間を過ごすこ

とができた。 

 

私が非常に驚いたことはトイレです。 

日本のトイレは清潔でトイレットペーパーがあるこ

とが当たり前ですが、台湾は清潔であるとは言えず、

トイレットペーパーが備わっていませんでした。また、

便器にトイレットペーパーを流すと洗浄する際に詰

まるということで、横に設置してあるゴミ箱に捨てる

というシステムでした。 

台湾の学生さんと話す中で日本と多くの違いがあり、

私たち日本人は恵まれた中で生活しているというこ

とを改めて実感しました。 

 

 

今回のサマースクールに参加したことで、言語の違う人とのコミュニケーションをとることの難し

さとコミュニケーションをとることの大切さに気付くことができました。 

また、自分の視野が少し広がったことに喜びを感じました。 
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